
＜ 夏の動物観察 ～みずべ公園 ④とんぼ ＞

ひたち野うしく小３年生と歩いた、夏のみずべ公園。今回はトンボです。

まずは、互いによく似たイト
たが

トンボのオス。違いは腹部の先
ちが ふ く ぶ

の水色もようの位置で、第９節
せつ

（後ろから２番目の節）にある

のが左のアジアイトトンボ、

第８節（後ろから３番目の節）
せつ

にあるのが右のアオモンイト

トンボです。（くわしくは、24

年度第 23 号を参考に。）

次は、はね以外は全身まっ赤なショウジョウト

ンボのオス。複眼(ふくがん)も含め頭部(とうぶ)

全体、胸部(きょうぶ)も腹部(ふくぶ)もまっ赤っかで

すね。メスは全身黄色っぽい体で別のトンボのように

見えますが、よくみると体の各部の形や、はねの形、

もようは同じなのです（23 年度第 23 号を参考に）。

トンボの目にはどのように映っているのでしょうね。
うつ

続いて、みずべ公園で

はよく見かけるコフキ

トンボ。オスはシオカ

ラトンボに似ていてよく

まちがえられますが、や

や小型で成 熟してくる
せいじゅく

と白い粉をふきます。ま

た複眼の色も違います。

メスは、オスに似た同色

型のものとはねにかっ色

の帯がある異色型（おび

とんぼ型）のものとがい

て、みずべ公園では両方

見られます（23 年度第

23 号参考）。この日は

同色型しか見かけません

でしたが、産卵シーンを

見ました（下右）。
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水色もようが第9腹節にあるアジアイトトンボ(左)と、第8腹節にあるアオモンイトトンボ(右)のオス。

頭からしっぽまで全身まっ赤なショウジョウトンボのオス。

シオカラトンボに似るが小型で白粉をふくコフキトンボのオス(上2枚)と、同色型でオスに似るメス（下2枚）。



こちらもみずべ公園ではおなじみ

の、コシアキトンボのオス。こしに

黄白色のもようがあり、飛んでいると

そこに何もない（あいている）ように

見えることから「腰空き（こしあき）

とんぼ」と名づけられたそうです。オ

スはよく追いかけっこをしているのが

観察されますが、これは遊んでいるわ

けでなく、なわばり争いをしているの

です（23 年度第 22 号を参考に）。

こちらもよく見かけるシオカラト

ンボのオス。どうですか？先ほどの

コフキトンボのオスと似ていますが、

体の形も違うし、頭部や複眼の色を比

べると、違いがはっきりします。違い

が見つかりましたか？メスは黄色い体

で「麦わらとんぼ」などと呼ばれるこ
むぎ

ともありますが、これもよく見くらべ

てみると体の各部の形やはねの形は同

じです（23 年度第 22 号を参考に）。

最後にウチワヤンマ。

とまる時はだいたいいつ

も同じ枯れ枝にとまって
か えだ

いるようです。なわばり

なのでしょうか？なかな

か近くで写真をとれませ

んが、腹部の先にまるで

飛行機の尾翼のように２
び よ く

枚開いた突起があるの
と っ き

で、他のトンボとまちが

えることはありません。

体が大きいからか名前に

「ヤンマ」とついていま

すが、ヤンマではなくサ

ナエトンボの仲間です。
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枯れ草の茎で休む、コシアキトンボのオス。
か くき

オタマジャクシの池で、他のトンボとなわば

り争いをする姿がよく見かけられる、シオカ

ラトンボのオス。

腹部の先に下向きの突起が2枚
ふくぶ とっき

開いているウチワヤンマ。


